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ディーゼル発電機 100kW, 3 sets
海水熱源ヒートポンプ 250 kW, COP 3.0
太陽光発電 100 kW, Efficiency 18%
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C6H5CH3 𝑔𝑎𝑠 + 3H2 𝑔𝑎𝑠 ⟶ C6H11CH3 𝑔𝑎𝑠 − 205 kJ/mol
at 0.1 MPa, 110 to 114 ∘C (発熱反応)
C6H11CH3 𝑔𝑎𝑠 ⟶ 3H2 𝑔𝑎𝑠 + C6H5CH3 𝑔𝑎𝑠 + 205 kJ/mol
at 0.1 MPa, 320 ∘C (吸熱反応)
N2 𝑔𝑎𝑠 + 3H2 𝑔𝑎𝑠 ⟶ 2NH3 𝑔𝑎𝑠 − 924 kJ/mol
at 25 to 35 MPa, 500 ∘C (発熱反応)
NH3 𝑔𝑎𝑠 ⟶ 1.5H2 𝑔𝑎𝑠 + 0.5N2 𝑔𝑎𝑠 + 92.4 kJ/mol
at air pressure, 400 to 800 ∘C (吸熱反応)
アンモニアの利用
MCH（メチルシクロヘキサン）の利用
11/15
ＭＣＨシステムのエネルギーフロー
再生可能エネルギーによる水電解
ブロワ
水素化
水素を取り込むプロセス
水素を取り出すプロセス
圧縮機
SOFC
パワコン
3.
5
未利用
水素
排ガスボイラ
蓄熱
熱供給
脱水素化
MCHタ
ンク
トルエン (液)
MCH
(liquid)
0.5 1.5
14.5
1
14.5
1.52.512
電力供給
15
6.51.5
4
10
AC-DC
converter
DC-DC
converter
パワコン 水電解
10
9
16
90 81
65 63.5
42
36 33.5 17
16
110-114 
0.1 MPa40-60 
0.1 MPa
320  トルエン（液）
320 
0.1 MPa
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
エネルギー供給
夏
の
運
転
冬
の
運
転
12/15
アンモニアシステムのエネルギーフロー
13/15
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
AC-DC
converter
DC-DC
converter
パワコン 水電解 圧縮機
アンモニア合成
・空気分離
圧縮機 SOFC
パワコン
蓄熱
脱水素化アンモニア
タンク
MCH
(液)
0.5
10
9
16
19
5
2
3.5
2.5
1 1
2
7.5
90 81
65 46
34.5
42 38 35.5
17.5
17.5
70-80 
40-60 
0.1 MPa
400-800 
電力消費
夏
の
運
転
冬
の
運
転
再生可能エネルギーによる水電解 水素を取り込むプロセス
熱供給
15.5
15.5
電力供給
排ガスボイラ
未利用
水素
水素を取り出すプロセス
エネルギー供給
季節間エネルギーシフトで予想される効果
1月
10月
7月
燃
料
消
費
量
 [
m
3
/D
ay
]
0
0.5
1.0
1.5
2.0
従来の
システム
提案システム
季節間の
エネルギー
シフトなし
MCH
システム
アンモニア
システム 圧縮水素
各月代表日での燃料消費量の解析結果
0
100
200
300
400
500
燃
料
消
費
量
 [
m
3
/Y
ea
r]
-9.0%
-23.6% -26.1%
-14.8%
提案システム
年間の燃料消費量の削減効果
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〇エンジンの台数制御、海水ヒートポンプ、電気蓄熱ヒーター
の導入で9％の燃料削減
〇余剰電力を水素キャリアで貯蔵し、冬季に使用することで
14.8％から26.1％の燃料削減
まとめ
提案マイクログリッドではエンジン発電機3セット（300kW）の台数運転、
太陽光発電（100kW）、風力発電（100kW）を導入すると以下となる。
1）エンジン発電機の出力が下がると排熱の減少により電動ヒートポンプの
負荷が増加する。したがって、大量の再生可能エネルギーが導入されないと、
十分な燃料の削減は得られない。
2）エンジン発電機の台数制御、再生可能エネルギーの大量導入、灯油暖房の
廃止と電動ヒートポンプの導入、電気蓄熱ヒータの設置により、
各月で5から20%、年間で9%の削減となる。
3）MCHシステムとNH3システムによる季節間のエネルギーシフトを行うと、
MCHシステムの総合出力は29.0（14.5の発電量と14.5の熱出力）で、
NH3システムの総合出力は31.0（15.5の発電量と15.5の熱出力）である。
4）MCHシステム、NH3システム、水素圧縮システムによりエネルギーシフト
した場合は、年間で23.6%、26.1%、14.8%の燃料削減となる。
15/15
